






要約:地域保健所に極低出生体重児の訪問指導についてのアンケート調査を行い、よりい

っそうの地域保健所と新生児集中治療施設 NlCU との連携の必要性を再認識した。ハイリ

スク児である極低出生体重児に対し生後早期よりの発達支援をはかるため、 これまでの

当科の介入方法を再検討し、NICU 入院中および乳児期(Toddler age)の介入計画を作成し

た。今後本計画に基づき比較検討を行う予定である。


